
●区別公園数・公園面積等及び緑被率

区民１人当たり 区域面積に占め

公園面積（㎡）※ る公園の割合 ※

横 浜 市 2,695   1,848.8 4.9   4.2% 27.8
鶴 見 区 144   76.4 2.6   2.4% 12.7
神 奈 川 区 155   85.4 3.5   3.6% 21.4
西 区 50   28.0 2.7   4.0% 11.3
中 区 90   101.1 6.7   4.8% 13.4
南 区 131   42.8 2.2   3.4% 14.1
港 南 区 184   80.0 3.7   4.0% 21.1
保土ケ谷区 166   99.3 4.8   4.6% 29.4
旭 区 203   186.3 7.6   5.7% 33.9
磯 子 区 119   44.1 2.6   2.3% 26.6
金 沢 区 207   293.4 14.8   9.6% 31.0
港 北 区 168   144.9 4.1   4.6% 24.1
緑 区 153   125.8 6.9   4.9% 40.6
青 葉 区 233   102.1 3.3   2.9% 28.8
都 筑 区 141   161.5 7.6   5.8% 30.0
戸 塚 区 225   131.9 4.7   3.7% 35.0
栄 区 128   70.1 5.9   3.8% 38.8
泉 区 100   37.4 2.5   1.6% 36.3
瀬 谷 区 98   38.4 3.2   2.2% 32.9

●緑被率の推移

●瀬谷区の主な緑地 （令和２年3月末現在）

指定年月 指定面積(ha) 指定場所

昭和50年12月 19.1 瀬谷町・東野台・東野

平成４年 ４月 1.8 宮沢二丁目

平成４年11月 2.4 宮沢一丁目

平成５年 ４月 2.0 宮沢三丁目

平成15年11月 1.8 宮沢二丁目

平成17年10月 2.2 宮沢一丁目

平成26年12月 1.3 阿久和南一丁目

平成27年９月 0.3 本郷二丁目・本郷三丁目

平成29年２月 0.3 宮沢三丁目・阿久和西三丁目

資料：環境創造局

うち2.1haは宮沢ふれあい樹林と
重複指定

宮 沢 特 別 緑 地 保 全 地 区

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（緑被率は環境創造局）

東山ふれあい樹林と全域重複指
定

東 山 ふ れ あ い 樹 林

宮 沢 ふ れ あ い 樹 林

東 山 特 別 緑 地 保 全 地 区

宮沢・蟹沢特別緑地保全地区

備　　　　考

瀬 谷 市 民 の 森

区　名

公園（令和元年度末）

資料：横浜市統計書（※は瀬谷区で算出）

　　緑被率：緑の総量を把握する方法の一つで、航空写真によって上空から見たときの緑におおわれている土地の割合です。
　　　　　　なお、調査年度によって調査手法や精度が異なるため、概ねの傾向を示したものです。

緑被率
（令和元年度調査）公園数 公園面積（ha)

宮沢三丁目特別緑地保全地区

阿久和南一丁目特別緑地保全地区

本郷三丁目特別緑地保全地区

38.4 
35.8 36.6 35.9 35.1 34.0 32.9 

33.4 32.3 31.2 31.0 29.8 28.8 27.8 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

平成４年 ９年 13年 16年 21年 26年 令和元年

(%) 瀬谷区 横浜市

公園・緑



●道路延長・道路面積 （令和２年４月１日現在）

※道路率：行政区面積に対する道路面積の割合

●相模鉄道線の乗降車人員 （令和元年度末）

※１千人未満を四捨五入しているため、内訳の計と総数が一致しない場合があります

●相模鉄道線の１日当たりの乗降車人員の推移 （単位：人）

資料：横浜市統計書

●瀬谷区自動車保有台数 （令和元年度末） （単位：台）

資料：横浜市統計書（ただし、軽二輪は次年度当初の軽自動車税課税台数に基づく）
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●瀬谷区ごみ収集状況

平成27年度

28年度

29年度

30年度

令和元年度

資料：資源循環局

●二酸化窒素等測定状況 測定地点：南瀬谷小学校

※光化学オキシダントは昼間時間帯（5時～20時）において１時間値が0.06ppmを超えた時間数。その他は年平均値。

●境川の水質

●瀬谷区公害問題苦情発生件数の推移

資料：横浜市統計書
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気道や肺胞に沈着し、呼吸器疾患の原因になります。

H29 備　　　　　考
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資料：横浜市統計書

資料：横浜市統計書

26,906 19,335 3,375 4,196

呼吸とともに人体に取り込まれ、呼吸器疾患の原因になります。

呼吸器疾患の原因になったり、動植物に被害を及ぼしたりします。

0.015二酸化窒素（ppm） 0.013

0.002

光化学スモッグの原因となる大気中の酸化性物質の総称のことです。
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●瀬谷区火災発生件数の推移
平成28年 29年 30年 令和元年 ２年

26 50 21 16 21
放火（疑い含む） 5 28 7 3 1
こ ん ろ 3(1) 6（4） 1(1) 3(1) 4
電 気 機 器 2 2 - 2 -
た ば こ 5 5 5 1 4
ス ト ー ブ - - 2 - 2
そ の 他 11 9 6 7 10

181 265 642 246 441
- 2 1 2 1
5 7 7 6 6

※出火原因のこんろのうち、( )内は食用油過熱出火の数値 資料：瀬谷消防署

●瀬谷区救急出場件数の推移 （単位：件）

平成28年 29年 30年 令和元年 ２年

6,070 6,356 6,713 7,013 6,520
急 病 4,231 4,390 4,727 4,957 4,611
一 般 負 傷 1,012 1,111 1,218 1,309 1,237
交 通 事 故 420 450 396 365 332
そ の 他 407 405 372 382 340

資料：瀬谷消防署

※出火原因のこんろのうち、( )内は食用油過熱出火の数値
※当該年度は速報値です。確定値と異なる場合があります。

●瀬谷区内刑法犯認知件数の推移 （単位：件）

平成28年 29年 30年 令和元年 ２年

806 647 710 759 551
592 465 502 538 380

2 12 9 2 6
54 52 41 46 39
32 33 49 67 37
11 8 7 11 13

115 77 102 95 76
※令和２年の数値については速報値です。 資料：瀬谷警察署

●瀬谷区内交通事故発生状況の推移
平成28年 29年 30年 令和元年 ２年

494 549 494 412 364
17 19 22 20 11
50 42 29 30 28
32 60 59 44 36
12 16 12 12 7
63 70 51 31 38
77 85 82 54 53
27 23 14 23 19

212 217 203 171 156
4 17 22 27 16
3 4 3 1 3

17 24 9 20 8
566 642 579 466 412

※令和２年の数値については速報値です。 資料：瀬谷警察署
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